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現
在
、
当
管
区
で
は
、
令
和
３
年
９
月
22
日
付
け
仙
管
発
第
１
０

３
２
号
仙
台
矯
正
管
区
長
通
知
「
令
和
３
年
度
仙
台
矯
正
管
区
等
に

よ
る
若
年
法
務
教
官
の
育
成
に
つ
い
て
」
を
発
出
し
、
管
内
少
年
院

に
お
け
る
若
年
法
務
教
官
の
育
成
を
目
的
と
し
た
施
策
（
以
下
「
育

成
施
策
」
と
い
う
。
）
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
応
用
科
研

修
終
了
前
の
法
務
教
官
を
対
象
と
し
た
、
基
本
法
令
の
理
解
、
職
務

に
関
連
し
た
知
識
の
付
与
、
処
遇
ス
キ
ル
の
向
上
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
の
動
機
付
け
等
を
目
的
と
し
て
、
管
区
及
び
施
設
が
連
携
し
、
体

系
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
り
実
施
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
一
つ
に
、
業
務
時
間
外
で
は
あ
り
ま
す
が
、
高
等
科
研
修

受
験
指
導
も
兼
ね
て
、
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
通
じ
て
、
少
年
矯

正
法
等
に
関
す
る
指
導
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
指
導
に
つ
い
て
、
「
・
・
・
す
で
に
法
律
（
条
文
）
は

職
員
に
周
知
徹
底
さ
れ
て
お
り
、
今
さ
ら
、
少
年
院
法
等
の
法
律
の

勉
強
な
ん
か
何
の
役
に
立
つ
の
か
。
」
、
「
現
場
は
通
達
や
施
設
内

規
で
動
い
て
い
る
。
さ
ら
に
上
位
の
法
律
な
ん
か
知
ら
な
く
て
も
実

務
は
回
る
。
」
等
の
指
摘
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
確
か
に
、

今
更
、
少
年
矯
正
法
等
を
学
ば
な
く
て
も
、
実
務
は
困
ら
な
い
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
本
当
に
そ
う
な
の
で
し
ょ
う
か
。

突
然
で
す
が
、
次
の
事
例
に
つ
い
て
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

仙台矯正管区 第三部長

上野 友靖
採用：平成６年 横浜少年鑑別所

趣味：映画鑑賞，野球

某在院者は支援教育課程Ⅰに指定されているものです。

こだわりが強く，かんしゃくもちであり，過去の度重なる粗

暴行為等で，家族は引き受けを拒否しています。少年院では，

遠方にある福祉施設を見つけ，社会復帰支援として何度か見

学に連れて行ったこともあります。そこを帰住先として調整

を進めています。すると，その福祉施設から，「この少年に

施設での宿泊体験をさせてほしい。その上で判断したい。」

という連絡がありました。あなたは，「宿泊させれば帰住に

ついて前向きに検討してもらえる。」と喜びました。それで，

何とか宿泊体験を実現しようと思いました。

さて，この宿泊体験について，少年院法上のどの規定を根

拠にして起案し，この宿泊体験を実施しますか。

もう一つ事例です。あなたは寮勤務のＯ教官です。単独寮の廊下を巡回していた時に，某

在院者（Ｍ）から呼び止められました。

Ｏ教官が用件を尋ねたところ，「最近よく眠れないんですよ。診察をお願いできません

か。」と申し出てきた。Ｍについては，既に医務診察を受診し，睡眠薬が処方されていたと

ころ，医務課から「夜間，Ｍから眠れない旨の申出があったときは，その就寝状況を確認し

た上，追加投薬するか否かを判断する。」旨の申し送りがなされていたので，Ｏ教官はＭに

対し，「それについては，夜眠れないときに泊まりの先生に言ってくれよ。当直の先生の方

で判断するから。」と申し伝えたところ，これを無視するように，「駄目なんですか。医務

診察をお願いしますよ。」と執ように食い下がってきた。Ｏ教官は，このままＭの相手をし

ていれば巡回勤務に支障をきたすこと，また，本件は即答することもできないことから，Ｍ

に対して「後で話を聞いてやるからちょっと待っていなさい。」と言って，その場を立ち去

ろうとしたところ，Ｍはみけんにしわを寄せ，「ちぇっ！」と舌打ちをして，Ｏ教官をにら

みつけたため，Ｏ教官は「何だその態度は！お前，人にものを頼んでおきながらふて腐れる

のか！」と注意した上，職員に対する反抗的な言動があったものとして監督当直のＮ首席に

報告した。

さて，Ｍの申出に対し，Ｏ教官はどのような対処をすべきであったか検討してください。

ただし，この事例については，Ｏ教官のＭに対する言動の不適切さを指摘するに止まらず，

少年院法上の規定を踏まえて，あなた自身のお考えを示してください。

二
つ
の
事
例
は
、
過
去
に
経
験
し
た
こ
と
や
研
修
等
で
使
用
し
た
も
の
で
す
が
、

ズ
バ
リ
と
い
う
答
え
は
な
い
も
の
で
す
。
私
が
、
少
年
矯
正
法
等
を
学
ぶ
こ
と
を
通

じ
て
身
に
付
け
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
る
こ
と
の
一
つ
に
、
「
リ
ー
ガ
ル
マ
イ

ン
ド
」
が
あ
り
ま
す
。
私
の
考
え
る
「
リ
ー
ガ
ル
マ
イ
ン
ド
」
と
は
、
「
与
え
ら
れ

た
（
限
ら
れ
た
）
条
件
か
ら
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
（
独
自
）
の
考
え
（
結
論
）
を
導
き
出

す
力
」
の
こ
と
で
す
。
こ
の
力
を
身
に
付
け
る
に
は
、
条
文
の
形
式
面
を
理
解
す
れ

ば
良
い
も
の
で
は
な
く
、
条
文
の
背
景
に
あ
る
、
立
法
（
条
文
制
定
）
経
緯
、
旧
法

と
の
比
較
、
こ
れ
ま
で
の
運
用
、
刑
事
収
容
施
設
法
と
の
比
較
等
を
理
解
す
る
こ
と

が
不
可
欠
で
す
。
日
々
、
施
設
で
生
じ
る
様
々
な
問
題
に
、
法
令
を
正
し
く
適
用
し

、
そ
れ
ら
の
問
題
を
い
か
に
解
決
す
る
の
か
。
仮
に
、
上
司
に
最
終
的
な
判
断
を
仰

ぐ
場
合
で
も
、
ま
ず
は
、
自
分
の
考
え
（
原
案
）
を
示
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

二
つ
の
事
例
に
対
す
る
私
の
答
え
は
、
い
つ
か
お
話
し
し
ま
し
ょ
う
。

事例その①

事例その②

「学ノチカラ」
まなび



プリセプター制度とは？

当
院
で
は
、
採
用
５
年
未
満
の
法
務

教
官
（
以
下
「
若
年
法
務
教
官
」
と
い

う
。
）
が
全
職
員
の
約
２
割
を
占
め
て

い
ま
す
。
総
じ
て
年
長
の
在
院
者
と
ほ

ぼ
同
年
代
で
あ
り
、
社
会
人
経
験
も
豊

富
で
は
な
い
こ
と
、
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ

て
矯
正
研
修
所
（
支
所
を
含
む
。
）
教

官
に
よ
る
各
種
の
講
義
や
訓
練
の
受
講

が
通
信
形
態
で
の
実
施
と
な
り
、
他
施

設
の
法
務
教
官
と
の
同
所
に
お
け
る
集

合
研
修
を
経
験
す
る
こ
と
が
困
難
な
状

況
に
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
特
異
な
状
況
下
に
お
い
て
、

次
世
代
を
担
う
若
年
法
務
教
官
を
一
人

前
に
育
て
上
げ
る
た
め
に
は
、
相
応
の

手
間
と
時
間
を
要
す
る
と
の
問
題
意
識

を
職
員
間
で
共
有
す
る
と
と
も
に
、
試

行
錯
誤
し
な
が
ら
育
成
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

当
院
に
お
け
る
若
年
法
務
教
官
の
育
成
の

取
組
の
う
ち
、
主
な
も
の
を
二
つ
紹
介
し
ま

す
。
ま
ず
一
つ
目
は
、
前
述
の
実
情
を
踏
ま

え
医
療
従
事
者
の
育
成
に
用
い
ら
れ
て
い
る
、

「
プ
リ
セ
プ
タ
ー
制
度
」
を
参
考
と
し
た
取

組
で
、
採
用
１
年
目
の
若
年
法
務
教
官
１
名

に
対
し
、
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
な
る
指
導
担
当

者
１
名
を
割
り
当
て
、
毎
月
の
目
標
達
成
に

向
け
て
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
に
よ
る
Ｏ
Ｊ
Ｔ
を
実

施
し
、
職
員
間
で
指
導
状
況
を
共
有
し
な
が

ら
、
次
月
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、

じ
っ
く
り
と
丁
寧
に
育
て
上
げ
て
い
き
ま
す
。

二
つ
目
は
、
本
年
度
新
た
に
保
安
担
当
主

任
を
リ
ー
ダ
ー
と
し
、
若
年
法
務
教
官
を
構

成
員
と
し
た
盛
岡
少
年
院
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・

チ
ー
ム
（
通
称
Ｍ
Ｓ
Ｔ
）
を
立
ち
上
げ
、
日

頃
か
ら
の
設
備
等
点
検
や
各
種
訓
練
を
通
し

て
、
そ
の
危
機
管
理
意
識
の
内
面
化
を
図
り

、
必
要
な
知
識
や
技
術
を
習
得
さ
せ
な
が
ら

、
保
安
・
防
災
へ
の
対
応
力
の
向
上
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
背
景
に
は
、
こ
こ
数
年
続

い
て
い
る
収
容
の
減
少
の
影
響
も
あ
り
、
若

年
法
務
教
官
の
在
院
者
に
対
す
る
指
導
力
や

集
団
を
管
理
す
る
能
力
に
加
え
、
保
安
・
防

災
へ
の
対
応
力
の
低
下
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

少年院及び法務教官の使命の一つに「収容の確保」があり，保安事故を未然に防止し，地域社

会の治安を守ることが求められており，その使命が十分に果たされていなければ，地域社会の理解

と協力を必要とする少年院の矯正教育と社会復帰支援は成り立たないと考えています。

若
手
の
法
務
教
官
に
は
ど
ん
な
育
成
制
度
が
あ
る
の
？

先輩（プリセプター）が新人（プ

リセプティー）をマンツーマンで

指導する制度のことです。医療現

場での新人育成制度を少年院でも

取り入れているんだね。

消防ポンプ，緊急災害用煮炊き窯の

操作方法の訓練の様子。あらゆる場面を想定して，非常事態の際に

は迅速に行動できるよう日頃から訓練を重ねています。

技術の習得が早い

分からないことが

すぐ聞ける

指導内容や方向性に

一貫性がある

一人ひとりの特徴に

あった指導ができる

盛
岡

少
年
院

消防ポンプ操法訓練の様子



180km

60km

仙
台

組織運営の安定化とそれに向けた人材育成

最近の大きなトピックは，「少年法の一部改正」や「新型コロナウイ

ルス感染症感染防止対策」であり、関連情報や研修資料が掲載され，職

員全体の情報共有や意識統一に役立っています。特に，支所には常勤の

医師がいませんので，本所の医務課長による「救急法」や「感染症防止

対策」に関する研修資料を通じて，在所者の健康・衛生を保持するため

の知識やスキルを身に付けています。

共
有
フ
ォ
ル
ダ

み
ち
の
く
掲
示
板

少
年
鑑
別
所

こ
う
し
た
物
理
的
な
距
離
を
補
う
た
め
に
、
共
有

フ
ォ
ル
ダ
「
み
ち
の
く
掲
示
板
」
を
活
用
し
て
き
ま

し
た
。
共
有
フ
ォ
ル
ダ
「
み
ち
の
く
掲
示
板
」
は
、

仙
台
少
年
鑑
別
所
の
社
内
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
と
し
て

、
職
員
は
誰
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

関係例規や内規

少年矯正や各業務に関する最新情報

研修資料 etc…

緊急時のマニュアル

日頃の業務を進める上

で不可欠な情報であり，

随時更新しています。

盛
岡
少
年
鑑
別
支
所

少
年
鑑
別
支
所

本
所
で
あ
る
仙
台
少
年
鑑
別

所
と
各
支
所
と
の
連
携
に
欠
か

せ
な
い
の
が
情
報
の
共
有
で
す
。

仙
台―

山
形
間
は
約
60
㎞
、
仙

台―

盛
岡
間
は
約

㎞
離
れ
て

お
り
、
簡
単
に
行
き
来
で
き
る

距
離
に
あ
り
ま
せ
ん
。

180

Morioka

Yamagata Sendai

盛
岡
少
年
鑑
別
支
所
・
山
形
少
年
鑑
別
支
所
は

そ
れ
ぞ
れ
近
隣
の
少
年
院
・
刑
務
所
か
ら
も
応
援

派
遣
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

組
織
改
編
に
伴
い
、
仙
台
少
年
鑑
別
所
に
は
、

平
成
30
年
４
月
に
盛
岡
少
年
鑑
別
支
所
が
、

平
成
31
年
４
月
に
は
山
形
少
年
鑑
別
支
所
が

加
わ
り
、
新
た
な
組
織
と
し
て
運
営
を

開
始
し
ま
し
た
。
仙
台
少
年
鑑
別
所

全
体
と
し
て
は
職
員
数
が
増
え
た
一

方
、
支
所
の
職
員
数
は
８
名
と
少
な

く
、
マ
ン
パ
ワ
ー
が
限
ら
れ
る
中
で
、

近
隣
の
矯
正
施
設
の
協
力
・
支
援
も
受
け
な

が
ら
、
非
行
少
年
の
再
非
行
の
防
止
と
社
会

復
帰
支
援
、
ま
た
、
犯
罪
の
な
い
安
全
・
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
貢
献
と
い
っ
た
重
要
課
題
に

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
回
は
新

た
な
組
織
と
し
て
動
き
出
し
た
仙
台
少
年
鑑
別
所

に
お
け
る
組
織
運
営
と
、
そ
れ
を
支
え
る
た
め
の

人
材
の
育
成
に
つ
い
て
御
紹
介
し
ま
す
。



も
う
一
つ
、
情
報
の
共
有
に
欠
か
せ
な

い
の
が
法
務
省
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用

し
た
テ
レ
ビ
遠
隔
通
信
シ
ス
テ
ム
で
す
。

定
例
の
会
議
や
各
種
打
ち
合
わ
せ
に
加
え
、

在
所
者
が
非
行
に
至
っ
た
心
理
機
制
や
立

ち
直
り
の
た
め
の
支
援
策
等
に
つ
い
て
の

検
討
に
も
活
用
し
て
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
遠

隔
通
信
シ
ス
テ
ム
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

新
人
か
ら
中
堅
、
ベ
テ
ラ
ン
ま
で
、
ま
た
、

法
務
技
官
（
心
理
）
と
法
務
教
官
と
い
う

異
な
る
職
種
の
職
員
が
集
ま
っ
て
多
様
な

視
点
か
ら
議
論
を
交
わ
し
、
精
度
の
高
い

見
立
て
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
互

い
に
研
さ
ん
を
積
む
機
会
と
も
な
っ
て
い

ま
す
。

さ
ら
に
、
本
年
度
は
、
少
年
鑑
別
所
の

主
要
業
務
で
あ
る
「
鑑
別
」
、
「
観
護
処

遇
」
、
「
地
域
援
助
」
そ
れ
ぞ
れ
の
充
実

の
ほ
か
、
コ
ロ
ナ
対
策
な
ど
の
テ
ー
マ
に

つ
い
て
、
本
所
・
支
所
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
メ

ン
バ
ー
を
募
っ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
立
ち
上
げ
、
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

テ
レ
ビ
遠
隔
通
信

シ
ス
テ
ム
の
活
用

テレビ遠隔通信システムを通じて顔を合

わせることで，活発な話し合いを行うこと

ができ，内容の充実につながっています。

各
施
設
の
事
情
に
応
じ

て
、
職
員
の
応
援
派
遣
を

相
互
に
行
っ
て
い
ま
す
。

業
務
繁
忙
に
よ
り
人
手
が

足
り
な
い
場
合
は
も
と
よ

り
、
育
児
に
伴
う
時
短
勤

務
や
休
暇
の
積
極
的
な
取

得
な
ど
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ

バ
ラ
ン
ス
の
観
点
か
ら
も

柔
軟
に
行
う
よ
う
努
め
て

い
ま
す
。

実際に派遣された際は，ＯＪＴを通して自施

設のやり方を見直す機会を意識的に設けたり，合

同で訓練を実施したりするなどして，職員一人一

人のスキルアップにつながるよう配慮しています。

先に挙げた情報の共有や顔の見える関係作りが最

も進む貴重な機会でもあります。

本支所化という組織改編が行われたのは，昭和２４年の少年鑑別所の設立以来初めてであり，４年

目となった現在も，業務の合理化と効果的な連携体制の構築に向けて模索している最中です。少年法の

一部改正など，社会の動きに応じた変化を常に求められる中，３つの施設が１つの組織として動ける

ことを強みとしつつ，職員一人一人にとって，自身の成長ややりがいを感じられる，また，働きやすい職

場としてこれからも発展していきたいと考えています。

↑緊急時に備えた訓練の様子

←ＯＪＴによる運動指導の様子

終わりに

双
方
向
的
な
応
援
支
援

ま
た
、
以
前
に
比
べ
て
、

不
適
切
な
愛
着
パ
タ
ー
ン
や
発
達
障
害
の

二
次
障
害
な
ど
の
問
題
を
抱
え
、
少
年
鑑

別
所
に
入
所
し
た
後
も
落
ち
着
い
て
生
活

す
る
こ
と
が
難
し
い
者
が
増
え
て
い
ま
す

が
、
互
い
に
フ
ォ
ロ
ー
で
き
る
体
制
を
日

頃
か
ら
整
え
て
お
く
こ
と
で
、
こ
う
し
た

場
合
も
余
裕
を
持
っ
て
対
応
す
る
こ
と
が

で
き
て
い
ま
す
。

応援や派遣の機会を人手

不足を補うためだけでな

く，実務の訓練としても

活用しているんだね！



INTERVIEW 01

盛岡少年鑑別支所 法務技官専門官

渡邉 篤 さん

採 用：平成２７年採用 現在７年目

施設歴：東京少年鑑別所→川越少年刑務所

あああ：→山形刑務所→盛岡少年鑑別支所

―

こ
の
業
界
を
志
し
た
き
っ
か
け
は
な
ん
で
す
か
？

高
校
生
の
頃
に
音
楽
バ
ン
ド
を
組
ん
で
い
て
、
将
来
は
音
楽

に
携
わ
る
よ
う
な
仕
事
に
就
き
た
い
な
と
漠
然
と
考
え
て
い
ま

し
た
。
そ
の
中
で
「
音
楽
療
法
」
と
い
う
も
の
に
興
味
を
持
っ

て
、
心
理
学
を
学
べ
る
大
学
へ
入
学
し
た
の
で
す
が
、
そ
こ
で

元
矯
正
職
員
の
教
授
と
出
会
い
、
矯
正
の
世
界
や
法
務
技
官
に

つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
い
た
の
が
、
こ
の
世
界
を
志
し
た
き
っ

か
け
で
す
ね
。

で
も
、
当
時
は
非
行
少
年
の
人
生
を
変
え
た
い
と
か
、
助
け

に
な
り
た
い
と
か
、
そ
こ
ま
で
崇
高
な
目
的
を
持
っ
て
法
務
技

官
を
目
指
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
興
味
の
あ
る
心
理
職
の
中
で

も
、
国
家
公
務
員
の
安
定
し
た
給
料
や
、
充
実
し
た
福
利
厚
生

の
面
に
惹
か
れ
て
、
こ
の
仕
事
を
選
ん
だ
の
も
事
実
で
は
あ
り

ま
す
ね
（
笑
）
。

―

実
際
に
仕
事
を
し
て
み
て
い
か
が
で
し
た
か
？

少
年
以
外
に
も
地
域
援
助
と
い
う
業
務
で
、
一
般
の
方
と
関

わ
る
機
会
も
多
い
の
で
す
が
、
「
話
せ
て
良
か
っ
た
」
と
リ
ア

ク
シ
ョ
ン
し
て
く
れ
た
り
、
相
手
の
変
化
が
見
ら
れ
た
り
す

る
と
、
私
に
対
し
て
心
を
開
い
て
く
れ
た
と
感
じ
ら
れ
て
、
と

て
も
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
ね
。

―
 

今
回
、
育
児
休
暇
を
所
得
し
た
と
の
こ
と
で
す
が
？

今
年
の
９
月
に
長
男
が
生
ま
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
全

部
で
37
日
間
取
得
し
ま
し
た
。
育
児
休
暇
を
取
得
さ
せ
て
も
ら

え
る
こ
と
は
と
て
も
あ
り
が
た
い
こ
と
な
の
で
す
が
、
当
所
は

職
員
数
が
少
な
く
、
職
員
が
一
人
欠
け
る
だ
け
で
施
設
と
し
て

は
か
な
り
の
痛
手
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
育
児
休
暇
で
長
期

的
に
休
む
こ
と
に
は
少
し
引
け
目
が
あ
り
ま
し
た
。

で
も
、
国
が
男
性
の
育
児
休
暇
の
取
得
を
推
奨
し
て
い
る
こ

と
や
、
職
場
の
皆
さ
ん
が
、
「
お
互
い
様
だ
か
ら
気
に
せ
ず
取

得
し
て
い
い
よ
」
と
雰
囲
気
良
く
理
解
を
示
し
て
く
れ
た
こ
と

が
、
育
児
休
暇
取
得
の
後
押
し
と
な
り
ま
し
た
。

―

実
際
に
取
得
し
て
み
て
い
か
が
で
し
た
か
？

ま
ず
、
妻
と
子
供
と
一
緒
に
い
ら
れ
た
の
は
本
当
に
良
か
っ

た
で
す
。
二
人
が
か
り
で
育
児
し
て
い
て
も
こ
ん
な
に
大
変
な

の
に
、
一
人
で
や
っ
て
い
た
ら
体
を
壊
し
て
し
ま
う
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
し
た
。
こ
の
大
変
さ
は
実
際
に
こ
の
時
期
の
育

児
を
経
験
し
て
い
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

実
際
に
育
児
に
携
わ
る
こ
と
で
、
気
付
け
た
こ
と
は
沢
山
あ
る

の
で
、
こ
う
し
た
経
験
は
職
場
復
帰
後
の
仕
事
の
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
に
も
つ
な
が
り
ま
す
し
、
育
児
参
加
へ
の
意
欲
も
高
ま
り

ま
し
た
ね
。

―

ど
ん
な
こ
と
が
大
変
で
し
た
か
？

や
は
り
夜
泣
き
で
す
ね
。
う
ち
は
夜
勤
交
代
制
に
し
て
、
夜

は
私
が
担
当
し
て
い
ま
す
。
で
も
、
仕
事
柄
普
段
か
ら
夜
間
勤

務
を
し
て
い
る
の
で
、
夜
中
に
起
き
る
こ
と
自
体
は
そ
こ
ま
で

苦
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
も
こ
の
職
業
の
メ
リ
ッ
ト

か
も
し
れ
ま
せ
ん
（
笑
）
。
そ
の
分
、
妻
に
休
ん
で
も
ら
う
こ

と
が
出
来
た
の
も
良
か
っ
た
で
す
。

―

周
り
の
反
応
は
い
か
が
で
し
た
か
？

お
義
母
さ
ん
か
ら
は
と
て
も
感
謝
さ
れ
た
の
を
覚
え
て
い
ま

す
。
そ
れ
ほ
ど
、
男
性
が
育
児
休
暇
を
取
得
す
る
こ
と
が
珍
し

い
こ
と
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
職
場
復
帰
の
際
に
は
、
妻

が
「
あ
り
が
と
う
」
と
声
を
掛
け
て
く
れ
ま
し
た
が
、
私
か
ら

す
る
と
、
む
し
ろ
一
か
月
し
か
休
暇
を
取
得
で
き
な
く
て
申
し

訳
な
い
と
言
い
た
い
く
ら
い
大
変
で
、
あ
っ
と
い
う
間
の
一
か
月
間
で
し
た
。

―
 

今
後
、
育
児
休
暇
を
取
得
し
よ
う
と
す
る
職
員
へ
一
言
お
願
い
し
ま
す
。

と
あ
る
友
人
か
ら
、
教
訓
と
し
て
「
育
児
休
暇
は
仕
事
を
休
む
た
め
の
休

暇
で
は
な
い
、
出
産
を
乗
り
越
え
て
頑
張
っ
た
お
母
さ
ん
を
少
し
で
も
休
ま

せ
て
あ
げ
る
た
め
の
休
暇
だ
！
」
と
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

実
際
に
体
を
ボ
ロ
ボ
ロ
に
し
な
が
ら
、
頑
張
っ
て
産
ん
で
く
れ
た
の
で
す

か
ら
、
そ
の
後
の
奥
さ
ん
の
負
担
を
少
し
で
も
減
ら
せ
る
よ
う
に
、
男
性
は

積
極
的
に
育
児
休
暇
を
取
得
す
べ
き
だ
と
強
く
思
い
ま
す
ね
。

育
児
休
暇
を
取
得
し
て
い
る
以
上
、
子
供
と
は
主
体
的
に
関
わ
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
、
子
供
の
性
格
や
癖
、
ち
ょ
っ
と
し
た
体
調
不
良
な
ん
か
に
も

気
付
け
る
よ
う
に
な
り
、
父
親
と
し
て
と
て
も
自
信
が
つ
き
ま
し
た
。
妻
に

は
申
し
訳
な
い
の
で
す
が
、
お
風
呂
に
入
れ
る
事
と
、
爪
切
り
、
鼻
掃
除
は

私
の
方
が
上
手
だ
と
自
負
し
て
い
る
の
で
、
積
極
的
に
や
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
（
笑
）
。

こ
ん
な
に
も
大
変
な
育
児
を
妻
任
せ
に
し
て
、
「
い
つ
の
ま
に
か
大
き
く

な
っ
て
る
ね
」
で
は
あ
ま
り
に
も
父
親
と
し
て
無
責
任
だ
と
思
い
ま
す
。
今

し
か
で
き
な
い
こ
の
貴
重
な
経
験
の
お
か
げ
で
、
子
供
の
成
長
を
見
守
り
な

が
ら
も
、
自
分
自
身
が
一
番
成
長
し
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

こ
の
時
期
に
育
児
に
面
と
向
か
っ
て
携
わ
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
感
じ
取
れ

た
様
々
な
気
付
き
を
大
切
に
し
て
、
今
後
は
、
仕
事
と
育
児
の
両
立
を
目
指

し
て
頑
張
り
た
い
で
す
ね
。

息子が可愛くて仕方がないという，渡邉さん。

たまにおじさんのようにうなるのが少し心配とのこと。

職員さんに聞いてみました！



INTERVIEW 02

東北少年院 法務教官専門官

自見 友希 さん

採 用：平成２２年採用 現在１１年目

施設歴：青葉女子学園→東北少年院

―

こ
の
業
界
を
志
し
た
き
っ
か
け
は
な
ん
で
す
か
？

高
校
の
担
任
の
先
生
が
元
法
務
教
官
で
、
授
業
で
少
年

院
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
を
見
せ
て
も
ら
い
、
同
年

代
の
少
年
た
ち
が
頑
張
っ
て
い
る
姿
を
見
て
、
こ
ん
な
職

場
で
働
い
て
少
年
達
の
助
け
に
な
れ
た
ら
い
い
な
と
思
っ

た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

法
務
教
官
に
な
り
た
い
一
心
で
、
担
任
を
通
し
て
当
時

の
名
古
屋
矯
正
管
区
の
職
員
課
長
に
話
を
つ
な
い
で
も
ら

い
、
法
務
教
官
の
仕
事
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
い
た
り
、

少
年
院
に
一
人
で
見
学
に
行
か
せ
て
も
ら
っ
た
り
し
ま
し

た
。
他
に
も
、
児
童
養
護
施
設
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

参
加
し
た
り
、
家
庭
裁
判
所
の
模
擬
裁
判
に
も
参
加
し
た

り
し
て
、
多
く
の
方
の
お
世
話
に
な
り
な
が
ら
様
々
な
体

験
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
経
験
も
あ
り
、
た
っ
た
一
人
の
高
校
生
の
た
め

に
こ
ん
な
に
動
い
て
く
れ
る
人
た
ち
を
見
て
、
高
校
生
な

が
ら
に
と
て
も
良
い
職
場
な
ん
だ
な
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。

二
人
目
の
産
前
休
暇
は
12
月
中
旬
の
、
庶
務
課
に
と
っ
て
一
番
忙
し
い
時

期
に
取
得
し
た
の
で
，
皆
さ
ん
に
は
本
当
に
申
し
訳
な
か
っ
た
で
す
。
そ
ん

な
中
で
も
否
定
的
な
言
葉
や
雰
囲
気
は
一
切
な
く
、
温
か
く
産
休
を
取
得
さ

せ
て
い
た
だ
き
本
当
に
救
わ
れ
ま
し
た
。
そ
う
し
た
雰
囲
気
が
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
、
育
児
休
暇
中
は
存
分
に
子
育
て
に
専
念
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。

復
帰
す
る
際
も
、
こ
ま
め
に
面
接
し
て
い
た
だ
い
た
り
、
し
っ
か
り
と
引

継
ぎ
の
時
間
も
作
っ
て
い
た
だ
い
た
の
で
、
ス
ム
ー
ズ
に
復
帰
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
職
場
の
皆
さ
ん
か
ら
も
「
待
っ
て
た
よ
」
等
の
温
か
い
言
葉

を
い
た
だ
け
た
こ
と
が
心
強
く
て
、
戻
っ
て
良
か
っ
た
な
と
思
い
ま
し
た
ね
。

仙
台
矯
正
管
区
主
催
の
、
育
休
取
得
職
員
と
の
座
談
会
も
と
て
も
嬉
し
か

っ
た
で
す
ね
。
復
帰
し
て
か
ら
仕
事
を
す
る
イ
メ
ー
ジ
が
掴
め
な
か
っ
た
の

で
、
皆
さ
ん
子
供
の
習
い
事
ど
う
や
っ
て
る
ん
だ
ろ
う
と
か
、
復
帰
し
て
か

ら
仕
事
と
育
児
の
両
立
は
ど
う
し
て
い
る
ん
だ
ろ
う
と
い
っ
た
、
漠
然
と
し

た
不
安
が
解
消
さ
れ
て
、
と
て
も
心
強
か
っ
た
で
す
。
こ
の
場
で
夫
を
も
っ

と
教
育
し
な
い
と
い
け
な
い
な
と
感
じ
た
の
も
事
実
で
す
（
笑
）
。

―
 

今
後
、
育
児
休
暇
を
取
得
し
よ
う
と
す
る
職
員
へ
一
言
お
願
い
し
ま
す
。

子
育
て
は
そ
の
時
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
な
の
で
、
機
会
が
あ
る
な
ら
男

性
も
女
性
も
取
得
し
た
方
が
良
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
職
員
が
欠
け
る
こ

と
で
、
業
務
の
負
担
が
増
え
て
し
ま
う
職
員
は
必
ず
生
じ
る
の
で
、
そ
う
い

う
声
も
受
け
止
め
つ
つ
、
取
得
さ
せ
て
も
ら
え
る
こ
と
に
感
謝
し
て
、
子
育

て
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を
法
務
教
官
と
し
て
還
元
で
き
る
と
良
い
で
す
ね
。
育

児
休
暇
の
取
得
は
権
利
で
あ
る
一
方
で
、
そ
の
利
用
の
し
や
す
さ
は
職
場
の

雰
囲
気
に
大
き
く
左
右
さ
れ
ま
す
。
施
設
の
規
模
に
よ
っ
て
は
難
し
い
人
も

い
る
と
思
う
の
で
、
職
場
の
雰
囲
気
づ
く
り
が
大
切
で
す
。
私
も
、
後
輩
職

員
に
気
兼
ね
な
く
取
得
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
今
回
の
経
験
を
生
か
し
て
、

育
休
関
係
の
資
料
や
、
利
用
で
き
る
制
度
を
ま
と
め
た
も
の
を
渡
す
な
ど
し

て
、
自
分
な
り
に
考
え
て
声

掛
け
す
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
自
分
が
良
く
し
て

も
ら
っ
た
分
、
次
に
取
得

す
る
人
に
も
気
持
ち
良
く

取
得
し
て
も
ら
え
る
、
そ

ん
な
雰
囲
気
を
つ
な
い
で

い
け
る
よ
う
な
風
土
を
作

っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

―

法
務
教
官
に
な
る
ま
で
に
ど
ん
な
活
動
を
し
ま
し
た
か
？

大
学
進
学
後
は
、
Ｂ
Ｂ
Ｓ
に
所
属
し
て
会
長
を
務
め
て
い
ま
し
た
。
保
護

観
察
中
の
少
年
と
の
面
接
や
家
庭
教
師
、
悩
み
相
談
や
交
換
日
記
な
ん
か
も

し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ク
リ
ス
マ
ス
会
や
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
よ
う
な
季
節
行

事
の
主
催
を
し
て
、
少
年
を
招
待
し
た
り
す
る
な
ど
、
学
生
時
代
か
ら
多
く

の
方
の
御
協
力
を
得
て
、
少
年
と
関
わ
る
様
々
な
活
動
を
経
験
し
ま
し
た
。

―

実
際
に
仕
事
を
し
て
み
て
い
か
が
で
し
た
か
？

学
生
の
時
は
綺
麗
な
部
分
し
か
見
て
い
な
か
っ
た
な
と
感
じ
ま
し
た
。
少

年
が
荒
れ
て
い
る
姿
や
、
自
傷
を
し
て
し
ま
う
姿
を
初
め
て
見
た
と
き
は
シ

ョ
ッ
ク
で
自
分
の
無
力
さ
を
改
め
て
痛
感
し
ま
し
た
。
特
に
拝
命
一
年
目
は

年
齢
も
近
い
こ
と
か
ら
、
少
年
と
は
ラ
ポ
ー
ト
を
と
れ
て
い
る
と
い
う
感
覚

に
陥
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
本
当
は
全
然
違
っ
て
い
て
、
法
務
教
官
の
仕
事

の
難
し
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
ね
。

―

こ
の
仕
事
の
や
り
が
い
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

長
い
人
生
の
内
の
一
部
を
少
年
院
で
過
ご
し
て
、
毎
日
多
く
の
こ
と
を
考

え
て
変
わ
っ
て
い
こ
う
と
す
る
少
年
の
努
力
の
過
程
を
見
て
い
る
と
、
私
自

身
も
頑
張
ろ
う
と
思
え
る
し
、
そ
れ
が
自
分
の
成
長
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る

こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す

少
年
と
携
わ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
庶
務
課
や
医
務
等
の
様
々
な

仕
事
の
経
験
や
自
分
の
子
育
て
の
経
験
、
全
て
が
自
分
の
視
野
を
広
げ
て
く

れ
て
い
て
、
こ
ん
な
に
人
生
全
て
を
業
務
に
還
元
で
き
る
よ
う
な
職
場
は
他

に
無
い
と
思
い
ま
す
。
自
分
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
合
わ
せ
て
、
日
々
成
長

が
で
き
る
の
が
と
て
も
楽
し
い
で
す
ね
。

―
育
児
休
暇
を
取
得
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
お
話
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

現
在
子
供
は
二
人
い
て
、
一
人
目
の
時
は
一
年
４
か
月
程
度
、
二
人
目
は

二
年
半
程
度
取
得
し
た
の
で
、
併
せ
て
４
年
程
度
取
得
し
ま
し
た
。
一
人
目

の
時
は
一
年
し
か
取
得
し
な
か
っ
た
の
で
、
子
供
が
歩
き
始
め
る
よ
う
な
時

期
に
復
帰
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
後
ろ
髪
を
引
か
れ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

二
人
目
の
時
は
二
年
以
上
取
得
し
た
の
で
、
時
間
に
も
余
裕
が
で
き
て
、
地

域
の
マ
マ
友
と
の
交
流
も
増
え
、
と
て
も
育
児
が
楽
し
か
っ
た
で
す
。

―

育
児
休
暇
の
取
得
し
や
す
さ
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

妊
娠
の
こ
と
を
職
場
に
伝
え
る
と
、
少
年
と
一
対
一
に
な
ら
な
い
よ
う
に

調
整
し
て
く
れ
た
り
、
立
ち
仕
事
を
減
ら
す
な
ど
多
く
の
配
慮
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
当
時
は
青
葉
女
子
学
園
で
勤
務
し
て
い
た
の
で
す
が
、
年
度

途
中
に
東
北
少
年
院
庶
務
課
に
異
動
し
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
仕
事
が
で
き
た

こ
と
も
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

普段は庶務課で会計業務に携わっている自見さん

旦那さんも法務教官で，同じ職場で働いています。

育児休暇を取得した



盛岡少年院
１月 成人式，資格・検定試験（危険物，珠算）
２月 検定試験（漢字）
３月 彼岸法要，卒業証書授与式，資格・検定試験（溶接，珠算）
４月 観桜会，資格取得講座（フォークリフト）
５月 運動会 ，資格取得講座（アーク特別教育），資格・検定試験（珠算）
６月 焼肉昼食会，資格取得講座（小型車両系建設機械，ガス溶接）

資格・検定試験（危険物，漢字）

東北少年院
１月 成人式,各種資格試験（液化石油ガス設備士）

僕のメッセージ（被害者手記読書感想発表会）
２月 技能五輪宮城県大会（配管の部）

各種資格試験（３級建築大工）
３月 彼岸会法要，卒業式

僕のメッセージ（被害者手記読書感想発表会）
各種資格試験（溶接検定，３級ガソリン自動車整備士）

４月 観桜会
５月 僕のメッセージ（被害者手記読書感想発表会）

各種資格試験（液化石油ガス設備士）
太白山登山

６月 各種資格試験（消防設備士）

青葉女子学園
１月 意見発表会
２月 節分

資格取得試験（販売士検定）
３月 ひな祭り，青葉女子学園に春を呼ぶ会
４月 観桜会

資格取得試験（コンピュータサービス技能評価試験）
５月 資格取得試験（コンピュータサービス技能評価試験）
６月 資格・検定試験（珠算，コンピュータサービス技能評価試験）

監 修 仙台矯正管区第三部
〒９８４－０８２５
仙台市若林区古城３－２３－１
℡０２２－２８６－０１７８

発行人 仙台矯正管区第三部長 上野 友靖
発行日 令和３年１２月

※記載している行事予定は，新型コロナウイルスの感染拡大状況等により，
中止や延期等の可能性もありますのでご了承ください。

本号では，少年院，少年鑑別所における人材の育成・採用及びワークライフバランス推進の取組について紹介しました。
「働きやすさ」を目指した各施設の取組や実際の職場の雰囲気を通じて，少年矯正がどのように行われているかを少しでも
感じ取っていただけると幸いです。罪を犯した少年の更生は地域の皆様の数々の協力の上に成り立っています。これらの取
組がより一層充実したものとなるよう，今後も引き続き少年矯正への御支援，御協力をお願い申し上げます。

少年院の行事予定
（令和４年１月～６月）

表紙写真について
表紙には，盛岡少年院の版画作品を掲載しています。毎

年同院では，職業指導の一環として行っている版画指導で
在院者が作成した版画作品から，版画カレンダーを制作し
ています。今年のカレンダーは「三陸の風景２０２１」。
本号には，岩手県久慈市にある観光名所「つりがね洞」を
題材にした版画作品を掲載しました。

☞ 
編集後記


